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1. はじめに 

高崎商科大学 SD推進委員会（以下「本委員会」と言う）は、2015年 4月 1日に施行された「高崎商科大

学 スタッフ・ディベロップメント規程」に基づき組織されており、2022 年度の構成員は各部署よりまんべん

なく専任職員 6 名が選出されている。また 2017 年度より SD に関する法令が制定されたことに伴い、昨年

度に引き続き 3 名の専任教員（商学部 教授、特任准教授i、短大部 准教授）を構成員に加え、合計 9 名

で活動を行っている。 

同規程では、スタッフ・ディベロップメント（以下「SD」と言う）を「専任教育職員・事務職員を対象とした管

理運営や教育・研究およびその支援までを含めた資質向上のための組織的な取り組み」と定義されており、

以下の 3項目について計画的、継続的に今年度も企画・運営が行われている。 

 

（1） 個人の能力向上に資する事項 

（2） 学内組織の業務改善、組織間の連携強化、知識共有に資する事項 

（3） 教職協働を図る教育・研究およびその支援に資する事項 

 

各回の委員会の開催時期と検討内容は以下の通りである。 

第 1回 

2022年 5月 26日開催 

内容 

（1） SD研修会の開催について 

年間 5 回の研修会を企画・実施する方向で検討。ただし、対象者を限定した研修実施も想定で

きることから、各教職員が受講する研修会の数も考慮し、計画・実施することとなった。 

（2） 研修内容の検討 

各委員から提案された以下の研修内容について実施に向けた検討を行った。 

① 職員採用試験事情について 

② 情報分野の学びを理解するための研修ii 

③ 若手職員を対象とした自分たちに与えられている制度の確認 

④ 若手職員を対象とした大学・私立大学の置かれている状況の確認 

⑤ 情報セキュリティについて 

⑥ 働き方改革を実現する「タイムマネジメント」についてiii 

⑦ コーチングについて 

（3） e-ラーニングを活用した研修について 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、外部研修への参加機会を確保するのが困難である点

を踏まえ、昨年度に引き続きオンライン研修の活用を検討する方向となった。 

今年度は株式会社ビズアップ総研が提供する e-ラーニング「e-JINZAI」を活用した研修を検討

する。 

（4） 愛知東邦大学との人事交流について 

2016 年に締結した愛知東邦大学との「大学間連携に関する協定」に記載した SD・FD を含む人

事交流及び合同研修を継続する。 

ただし、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み実施方法については先方との相談事項となっ

た。 

（5） 研修内容の公表について 

各研修会実施後に大学公式ホームページに研修会の様子を公表する。 

年度末には SD活動報告書を作成し、大学公式ホームページにて公表する。 

 

第 2回 

2022年 6月 16日開催 

内容 

（1） SD研修会の具体的内容とスケジュールについて 

第 1回委員会の検討をもとに、具体的な内容・実施形式・講師・実施時期を検討した。 

（2） ビズアップ総研「e-ラーニング」の具体化について 



- 2 - 

 

第 1回委員会の検討を踏まえ、7月より実施に向けた調整を行うこととなった。 

（3） 愛知東邦大学との人事交流について 

本来であれば、本学が愛知東邦大学に出向き職員研修を行う予定である。より実りのある研修に

すべく、加島 SD委員長と愛知東邦大学担当者と協議を行い、目的の明確化や実施方法を検討

することとなった。 

 

第 3回 

2022年 9月 21日開催 

内容 

（1） SD研修会の個別スケジュールについて 

各研修会について、具体的な実施スケジュールの提案がなされ、実施日を確定した。 

（2） ビズアップ総研「e-ラーニング」必須セミナーの提示について 

職歴や役職を踏まえ、職員ごとに「e-ラーニング」の必須受講セミナーを提示し、セミナーの受講

を促した。 

（3） 高崎健康福祉大学の来学報告について 

高崎健康福祉大学の SD関連職員が来学し、情報交換を実施。内容について共有がなされた。 

 

第 4回 

2022年 10月 27日開催 

内容 

（1） SD研修会等の HPでの発信について 

これまで SD 研修会の内容はすべて大学 HP に掲載していたが、内容によっては法人 HP に掲

載することとなった。 

（2） SD研修会等実施後のアンケートについて 

SD 研修会の参加者アンケートについては、研修内容にあわせて質問項目を柔軟に対応しつ

つ、「基本属性」「業務への影響・貢献度」「研修時間」「講師の印象や満足度」の項目を用意す

る。 

（3） 高崎健康福祉大学の来学報告について 

高崎健康福祉大学の SD関連職員が来学し、情報交換を実施。内容について共有がなされた。 

 

第 5回 

2022年 12月 22日開催 

内容 

（1） SD研修会「現在の就職市場」の実施報告について 

11月 9日に実施した SD研修会「現在の就職市場」について報告がなされた。 

（2） SD研修会「大学が置かれている状況」（案）について 

対面集合型研修を予定していたが、適切な講師が見つかっていない状態。 

e-ラーニングに含まれている研修を活用する方向で調整することとなった。 

（3） e-ラーニングの受講進捗状況について 

e-ラーニングの受講状況について共有がなされ、改めて受講を促すこととなった。 

（4） 高崎健康福祉大学との合同研修会（案）について 

高崎健康福祉大学との合同研修会に向けた提案がなされた。 

 

第 6回 

2023年 3月 22日開催 

内容 

（1） 2022年度 SD活動報告書の進捗状況について 

３月末に発行し、本学 HPで公表する。 

（2） 2022年度の活動報告について 

e-ラーニングの活用について次年度の活用における検討がなされた。 
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高崎健康福祉大学との共同 SD研修会の開催に向けた進捗状況の共有がなされた。 

（3） 2023年度への申し送り事項等について 

今年度の内容をもとに、次年度の計画を年度初頭に検討することとなった。 

 

2022 年度に実施した学内 SD 研修等の詳細については「2．2022 年度 事業報告」にて紹介する。また

研修会開催終了毎に実施したアンケート調査の集計結果については「3．研修会アンケート集計」にて紹

介する。 

2. 2022年度 事業報告 

2022 年度は年間を通して 4 回の集合型研修と 2 種類の e-ラーニングによる研修を実施した。新型コロ

ナウイルス感染症収束が見通せないため、オンラインを活用し、要所を捉えた研修会を実施。大学職員と

しての視点を広げる研修や学生支援の際に必要となる社会情勢の理解を深める研修を取り入れた。 

以下に記載する研修は教育職員・事務職員を対象とした SD研修会の他に、FD・SD合同研修会につい

ても記している。また、2.3 では本委員会による企画とは別に、部署やチームによる独自研修会についても

報告する。 

集合型研修iv 

① FD・SD合同研修会「経営改革計画・財務状況」 

実 施 日 ： 2022年 9月 7日（水）13：00～14：00 

参加者数： 受講者数 65名（対象者数：65名 受講者率 100％） 

内訳： 高崎商科大学教員…26名、高崎商科大短期大学部教員…7名 

 法人職員・高崎商科大学職員…32名 

講 師 ： 総務課 課長 松田禎史、総務課 係長 内山 淳 

内 容 ： 教職員としての経営視点を身につけるべく、会計業務担当者より本学の経営状況の

解説を行った。 

② 私学共済制度について 

実 施 日 ： 2022年 10月 7日（金）13:30～15:00 

参加者数： 専任教職員受講者数： 23名（対象者 67名 受講者率 34.3％） 

内訳： 高崎商科大学教員…0名、高崎商科大短期大学部教員…0名 

  法人職員・高崎商科大学職員…23名 

講 師 ： 日本私立学校振興・共済事業団 東京ガーデンパレス共済業務課 

山本譲史氏 

内 容 ： 福利厚生の一環でもある共済制度を理解することで、自身に与えられている補償や

制度を活用するための基礎知識を身に付けるべく、日本私立学校振興・共済事業団 

東京ガーデンパレス共済業務課 山本譲史氏より共済事業について解説をいただい

た。 

  

③ 現在の就活市場 

実 施 日 ： 2022年 11月 9日（水）16:10～17:10 

参加者数： 専任教職員受講者数： 42名（対象者 67名 受講者率 62.7％） 

内訳： 高崎商科大学教員…12名、高崎商科大短期大学部教員…6名 
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  法人職員・高崎商科大学職員…24名 

講 師 ： 株式会社フレックス 中野貴史 氏、根岸里紗 氏 

内 容 ： 就活市場は時代とともに変化している。現在の就職市場を知ることは、本学園の採用

活動のみならず、学生指導においても必要なことと考え、就職支援企業である株式

会社フレックス 中野貴史氏、根岸里紗氏より、新卒採用・中途採用市場や企業の事

例についてご紹介いただいた。 

  

④ 大学・私立大学が置かれている状況について 

実 施 日 ： 2023年 3月 3日（金）9:30～11:30 

参加者数： 専任教職員受講者数： 19名（対象者 66名 受講者率 28.8％） 

内訳： 高崎商科大学教員…1名、高崎商科大短期大学部教員…2名 

  法人職員・高崎商科大学職員…16名 

内 容 ： 政策の動向を自ら把握し大学業務に活かすための必要な基礎知識を身に付ける機

会として e-JINZAIが提供するオンデマンド講義を参加者で視聴し、適宜グループワ

ークを実施した。 

e-ラーニング研修v 

新型コロナウイルスの影響により、以前のような集合型研修の開催が難しい状況であることを踏まえ、オ

ンラインを活用しつつ、研修機会の確保に努めた。全専任職員を対象として、階級別に「情報セキュリティ」

に関する講座（各人 1 テーマ）、「コーチング」に関する講座（各人 1～2 テーマ）を受講し、受講レポートを

所属長と SD 委員長に提出した（レポートの項目については下記の通り）。なお、各職員の受講タイトルは

SD委員会が定めた。 

 

e-ラーニング受講後のレポートの項目（一部） 

 どのようなことを期待してこの研修を受講しましたか？ 

 研修を受けてどのような気づきや発見がありましたか？ 

 研修で学んだ内容の中で、自身の業務にとって最も重要だと思ったことは何ですか？ 

① 情報セキュリティについて 

実 施 日 ： 10月 14日～12月 28日の間に各自で受講日を定める 

受講者数： 受講者数：30名（対象者 34名 受講者割合 88.2％）vi 

内 容 ： 現代社会において不可欠でありながら扱いに細心の注意が必要な「情報」につい

て、企業の情報（営業秘密）と個人の情報を守るための知識とリスク回避のための予

防策を学ぶ。 

職員に定めた講座タイトルは以下の通り。 

 従業員に必要な情報セキュリティの基礎 対象者：新入職員 

 社内情報・営業秘密の保護 対象者：中堅職員 

 社内情報・営業秘密の管理 対象者：初級管理者 

 情報資産の把握と情報漏えいの危機管理 対象者：中級管理者 

 役員・取締役の役割と責任 対象者：役員・上級管理者 

レポー ト ： （一部抜粋） 

 営業秘密や個人情報の定義、管理方法などを具体的に知ることができて良かっ

た。 
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 デジタルな仕組み以上にアナログな対応が重要であることを実感した。 

 サイバー攻撃の巧妙さ、何かあった時の損害賠償請求の大きさに脅威を感じま

した。 

 自分で感じていたものよりずっと定義も広く具体例も多くわかりやすく受講できま

した。 

② コーチングについて 

実 施 日 ： 10月 14日～12月 28日の間に各自で受講日を定める 

参加者数： 受講者数：30名（対象者 34名 参加率 88.2％）vii 

内 容 ： 本研修では、各々が持っている能力ややる気を引き出し、自分で考えて実行できる

ための考え方や部下や後輩の指導において「引き出す力」を学ぶ。 

職員に定めた講座タイトルは以下の通り。 

 日々を意識して生きる 対象者：新入職員 

 目標をもつ 対象者：若手職員 

 理想の上司を考える 対象者：初級管理者 

 脱皮する 対象者：中堅職員 

 部下を知る 対象者：中級管理者 

 チームの空気感をつくる 対象者：役員・上級管理者 

レポー ト ： （一部抜粋） 

 仕事に向き合う上で、新しい思考の作り方とチームでの成果を上げるためにどう

していけばいいのか気づくことができた。 

 部下への問いかけ（どう思う？どうしたい？）や管理職としての役割（空気を作る、

その気にさせる）についての発見が多々あった。 

 現状打破するために、毎日やった事の無い事を一つチャレンジする事、ワクワク

する方を選ぶ、を行動していきたいと感じました。 

部署内勉強会等 

課員自らが講師を担当することで、設定したテーマへの理解がより深まると考えているため、部署内勉強

会の実施を推奨している。また、近年活発に開催されているオンラインセミナーについても積極的に活用し

ている。 

日  時 内    容 講  師 部署・対象 

2022/5/26 日経 VS基本操作編 
日本経済新聞社 情報

サービスユニット 
図書館 

2022/7/5 資産形成セミナー 
プルデンシャル生命保

険 池田様 

学校法人の全教職

員 

2022/7/12 
群馬県立図書館相互貸借業務とシステム操

作について 

群馬県立図書館 

地域協力係 
図書館 

2022/7/16 
学生の不安を解消できる就職活動支援と

は？ 
ラーニングバリュー キャリアサポート室 

2022/7/29 新卒総括セミナー リクルート キャリアサポート室 

2022/8/24 ハラスメント防止研修会 法人本部 森本 
学校法人の全教職

員 

2022/8/26 私立大学就職担当者研修会  キャリアサポート室 

2022/10/19 学校担当者向け障がい者就職支援セミナー マイナビ キャリアサポート室 

2022/10/17～

10/28 
私大協大学経理部課長相当者研修会  総務課 

2022/11/11 「大学設置基準等の改正」について 教務 G 宮寺 教務 G 

2022/11/11 奨学金について 教務 G 須川 教務 G 

2022/11/11 E2Surveyの機能・活用方法について 教務 G 進藤 教務 G 
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日  時 内    容 講  師 部署・対象 

2022/11/17 私大協就職部課長者相当研修会  キャリアサポート室 

2022/11/18 卒業後調査結果活用事例紹介セミナー リアセック キャリアサポート室 

2022/11/29 
Amazonビジネスアカウント活用事例紹介セミ

ナー 

国立大学法人鹿児島

大学財務部経理課出

納係様／国立大学法

人神戸大学財務部経

理調達課様 

総務課 

2022/12/23 
三省合意改定後のキャリア形成を考えるセミ

ナー 
マイナビ キャリアサポート室 

2023/1/13 学校法人会計基準研修会  総務課 

2023/3/23 図書館ガイダンスについて 図書館 高橋 図書館 

2023/3/23 人事考課研修会 法人本部 森本  

その他 

SD研修の企画・運営以外では、以下の項目について取り組みを実施した。 

① ハラスメント防止研修 

下記の通り学園主催のセミナーが開催され、SD推進委員会としても参加を推奨した。 

実 施 日 ： 2022年 8月 24日（水）10：00～12:00 

参加者数： 41名 

内訳： 高崎商科大学教員…8名、高崎商科大短期大学部教員…1名 

 法人職員・高崎商科大学職員…13名、附属高校教職員…19名 

講 師 ： 法人本部長 森本圭祐 

内 容 ： 研修前半では群馬県私学振興会が配信している研修動画を視聴し、セクシャルハラ

スメント、パワーハラスメント、アカデミックハラスメント等、学校という現場で起こり得る

さまざまなハラスメントの事例を交えながら、防止対策について確認した。研修後半で

は講師により本学規程に関する説明がなされた他、「ハラスメントと指導の境界線」等

をテーマにグループ討議を実施した。 

② 高崎健康福祉大学との情報交換会の実施 

実 施 日 ： 2022年 9月 16日（金）15：00～16：00 

参加者数： 高崎健康福祉大学職員…6名 

高崎商科大学職員…8名 

内 容 ： 高崎健康福祉大学 SD関係者が来学し、SD推進活動について情報交換をおこなっ

た。その後、両大学の特徴と強みを活かした教職員の能力開発、教育・学術研究の

質向上、地域貢献機能の強化を目指して包括協定を結ぶ運びとなり、両大学による

合同 SD研修会の実現に向けて検討を開始している。 

なお、本交流会後、2023年２月 17日には高崎健康福祉大学のＳＤワークショップの

開催状況の視察を行った。 

3. 研修会アンケート集計 

今年度は各研修会開催終了後にアンケートを実施、満足度などを明らかにした。以下にアンケート質問

内容と集計結果を報告する。なお、本稿では、アンケート項目の内一部を掲載する。 

集合型研修アンケート報告 

① 10月 7日開催「私学共済制度の概要」 

対象者数 33名 回答者数 17名 回答率 51.5％ 
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 回答者の所属  回答者の在籍期間 

  

 本研修の満足度 

満足度 

平均：4.117647 

 
 Q3で回答した満足度の理由（一部）  

 必要なのに知らなかったことが多く、関心を持つようになった。 

 担当者の方から直接ご説明いただく機会は今までなかったので、その点は良かったです。ただ、自身にとってそこま

で関心が高い内容ではなかったため、満足度としては真ん中を選びました。 

 共済制度を個人に紐づける話し方は、参加の教職員の興味・関心を引き付けたように思う。 

 これまで制度についてじっくりと知る機会がなかったため。生活の場面などで参考となる制度について知ることができ

た。 

② 11月 9日開催「現在の就職市場について」 

対象者数 46名 回答者数 15名 回答率 33％ 

 

 回答者の所属  回答者の在籍期間 

 
 

  
 本研修の満足度  

 

満足度 

平均：3.133333 

 Q3で回答した満足度の理由（一部）  
 現在キャリア選択に関する相談を受け持つ部署には所属していないが、学生から個人的に相談を受ける機会もあり

現状を把握しておくことで主観的な意見だけにとどまらず客観的な意見を提供できると思ったから。 

6.7%
0.0%

33.3%

26.7%

33.3%

1（不満）

2

3

4

5（満足）
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 最新の就職活動事情に触れる機会があまりないため、研修内容自体が新鮮でした。 

 新聞記事等で知っている範疇の情報しか得られなかったため 

 業務への向き合い方や意識の変化等の影響  

 

 

③ 3月 3日開催「大学が置かれている状況について」 

対象者数 19名 回答者数 14名 回答率 73.6％ 

 

 回答者の所属  回答者の在籍期間 

  
 本研修の満足度  

 

満足度 

平均：4.071429 

 Q3で回答した満足度の理由（一部）  
 正しいと思えないところがあったからです。 

 最新の高等教育政策の現状や動向について学ぶことが出来た。また教育政策が教職員の日常業務にどのように関

わってくるのかなどについて学ぶことが出来た。 

 学校法人に関わる法律や政府の政策を意識した業務を心掛けるきっかけをいただいたため。 

 業務への向き合い方や意識の変化等の影響  

13.3%

6.7%

40.0%

33.3%

6.7%
1（影響はない）

2

3

4

5（影響があった・意

識の変化があった）
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オンデマンド研修（e-ラーニング）に関するアンケート報告viii 

対象者数 34名 回答者数 18名 回答率 52.9％ 

 

 e-JINZAIの講座は受講状況  E-JINZAIの活用にいて良かった点（複数可） 

  
その他：研究教材として 

 e-JINZAIの活用において気になった点  

 

 勤務時間中に受講することとなっていましたが、時間

を作るのが難しかったです。 

 まずは指定された講座のみを受講すれば良いという

気持ちがあり、十分活用することができなかった。 

 コミュニケーションがないため、印象に残りにくい 

 メリットは多いが、e-ラーニングだけだと出会いがな

い。 

 対面でないため、他大学教職員との交流や情報共有

ができないことが課題かと思います 

 e-JINZAIの次年度以降の活用について  

 

 

次年度ＳＤに向けたアンケート報告ix 

対象者数 34名 回答者数 18名 回答率 52.9％ 
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 今年度の研修で興味関心が高かったもの  SD研修会全体の満足度 

  
 次年度以降の研修で希望するテーマ（一部）  

 学生世代の抱える問題・配慮や対策など（近年のもの）など 

 職場の健康教育（メンタルヘルス等）も取り入れていただきたいです。 

 私立学校法改正 

 女性や共働き世代など多様化する社会の中での働き方について、 

 大学設置基準の改正に伴う解説、協定大学との情報交換や大学視察 

集計結果全体に対するコメント 

2022年度の学内 SD研修会は、集合型研修と e-ラーニング型の研修の２種類を開催した。 

集合型研修の満足度は、各回 6 割以上（満足度 4・5 の合計）となり、一定の満足度を確認することがで

きた。業務に紐づくテーマ（第 2 回現在の就職市場について、第 3 回大学が置かれている状況について）

では、受講内容を踏まえ業務姿勢の変化を確認した。中でも第 3 回「大学が置かれている状況について」

では、受講者の 8 割以上が日ごろの業務への向き合い方や意識に変化があったと回答し、研修会開催に

おいて一定の意義を得ることができたと考えられる。 

今年度初めて導入した e-ラーニング型研修は 72.2％が次年度も活用したいとする一方、受講のための

時間確保や対面に比べて印象に残りにくいことなどが課題として明らかになった。本委員会が定めた講座

以外にも自身の興味関心に併せて学習したなどの結果も寄せられたため、職員の学ぶ意欲向上につなが

った可能性も考えられる。 

次年度以降の研修テーマとして、協定大学との情報交換や大学視察についても寄せられた。2022 年度

は高崎健康福祉大学との大学間包括連携協定を締結するに至り、次年度以降、教職員の能力開発、教

育・学術研究の質向上などに向けた取り組みを本格化することとなる。職員間交流を通じた情報交換を実

施することで自身の業務改善向上につなげたい。 

4. まとめと次年度計画 

まとめ 

本学 SD 研修会は「高崎商科大学スタッフ・ディベロップメント規程」に基づき、以下の３点を踏まえて構

成されている。 

（１）個人の能力向上に資する事項 

（２）学内組織の業務改善、組織間の連携強化、知識共有に資する事項 

（３）教職協働を図る教育・研究およびその支援に資する事項 

中でも、「（1）個人の能力向上に資する事項」は主に、e-JINZAIを活用した e-ラーニング研修を通じて実

施した。本委員会で定めた研修はもちろんのこと、自身の興味関心を踏まえた学ぶ機会を確保することで、

各自が必要とする能力向上に努めることができたと考える。また、「（2）学内組織の業務改善、組織間の連

携強化、知識共有に資する事項」については、各部署で必要に応じた研修会の開催やセミナーに参加す

ることで、自身の業務に直結する能力向上だけでなく、その成果を部署内で共有することで、部署としての

スキル向上につなげることができた。「（3）教職協働を図る教育・研究およびその支援に資する事項」につ

いては、本委員会の構成員に教員を加えることにより、教員・事務職員の視点それぞれの視点を踏まえた

研修内容を検討するに至った。特に、より質の高い学生支援に向けた社会事情の把握することを目的とし

た研修会（「現在の就職市場について」）は学生から相談を受ける教員にとっても学びの多い機会となった。 



- 11 - 

 

また、今年度は業務に直結するものではないが、本学で働く教職員が自身の福利厚生などを理解し、よ

り豊かなライフワークバランスを送れるよう、私学共済制度に関する研修会を開催した。本年度のＳＤ研修

会の満足度アンケートによると、25％が興味関心を示しており、一定のニーズがあることが明らかになった。 

次年度計画 

① 本学独自の SD研修会の開催について 

各研修会後のアンケートを通じて、集合型研修は e-ラーニングに比べて印象が残りやすいといった意見

が寄せられた。研修会後にほかの受講者と意見を交わすことで新たな気付きを得ることができる。次年度

以降も e-ラーニングを用いた研修を実施するが、研修のテーマなどによった使い分けを検討したい。 

今年度の集合型研修は企画・運営の関係上、後期に集中しがちであった。次年度はよりまんべんなく研

修会を実施することで、教職員の学ぶ意欲の向上にもつなげていきたい。 

② 他大学との合同研修会の開催計画について 

2022（令和 4）年度は本学と高崎健康福祉大学との大学間包括連携協定を締結した。これを機に教職員

合同研修会を開催し、両大学の取り組みを共有し、より充実した学生支援を目指す。まずは高崎健康福祉

大学が開催しているワールドカフェ形式で実施する「SD ワークショップ」を参考とした両大学部署間交流会

を検討している。他大学の取り組みや業務姿勢を身近に感じることで、自身の業務や意識を見直すことに

つながると考える。なお、実施に向けた詳細は次年度の業務となる。 

以上 

i 2022年 10月 1日着任 
ii 情報分野の学びを理解するための研修については、本学の学問分野展開に関連する内容であることから SD委員

会としての開催を見送った。 
iii 講師の選定が難航し、e-ラーニングでの実施を検討したものの、本委員会で当初検討していた内容のものがなく、

開催を見送った 
iv 本項の受講者数は専任教員・法人職員・大学短大専任事務職員を対象として標記する。 
v 本項における受講者数は法人職員・大学短大専任事務職員を対象として標記する。 
vi e-JINZAIのログイン IDは職員と SD推進委員会所属教員に付与した。本アンケートは法人職員・大学短大職員に

実施している。 
vii e-JINZAIのログイン IDは職員と SD推進委員会所属教員に付与した。本アンケートは法人職員・大学短大職員

に実施している。 
viii e-JINZAIのログイン IDは職員と SD推進委員会所属教員に付与した。本アンケートは法人職員・大学短大職員

に実施している。 
ix SD研修会は教員の参加も促しているが、アンケートの回答が少なかったことを受け、法人職員・大学短大職員の回

答を記載する。 

                                            

 


